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す
ま
い
る
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
や
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
（
予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
の
見
直
し
案
が
ま
と
ま
り
、
10
月
か
ら
の
実
施
に
向

け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
見
直
し
案
で
は
、
す
ま
い
る
バ
ス
ま
ち
な
か
線

を
泉
水
線
と
倉
坂
線
に
再
編
し
ま
す
。
ま
た
、
古
門
、
木
月
、
上
木
月
、

弥
生
地
区
な
ど
に
は
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
上
木
月
線
を
新
設
。
長
谷
線
と

と
も
に
、
乗
り
場
や
便
数
を
増
や
し
、
運
賃
も
す
ま
い
る
バ
ス
と
同
額
の

２
０
０
円
と
し
ま
す
（
見
直
し
案
は
、
６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
地
域
公

共
交
通
会
議
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
素
案
で
あ
り
、
今
後
変
更
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
）。

10
月
か
ら
、ま
ち
の
バ
ス
を
見
直
し
ま
す

試
験
運
行
３
年
目
が
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ま
ち
な
か
線
は
、
泉
水
線
と
倉
坂
線
に
再
編
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
は
、
上
木
月
線
を
新
設
し
、
よ
り
便
利
に
。

町
で
は
、
平
成
23
年
10
月
に
運
行

を
開
始
し
た
、
す
ま
い
る
バ
ス
と
、

も
や
い
タ
ク
シ
ー
の
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
見
直
し
は
、
平
成
23
年
３
月

に
策
定
し
た
「
鞍
手
町
地
域
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
」
に
基
づ
く
３
年

間
の
試
験
運
行
の
中
で
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
の
見
直
し
は
、
本

格
運
行
に
向
け
た
最
後
の
年
に
当
た

り
ま
す
。

具
体
的
な
見
直
し
案
に
つ
い
て
は

第
２
年
度
前
期
（
平
成
25
年
３
月
）

ま
で
の
利
用
状
況
や
利
用
者
の
声
な

ど
を
踏
ま
え
、
課
題
を
整
理
、
分
析

し
た
上
で
素
案
を
作
成
し
、
住
民
代

表
や
交
通
事
業
者
、
警
察
や
道
路
管

理
者
、
公
共
交
通
の
専
門
家
な
ど
19

人
の
委
員
で
構
成
す
る
「
鞍
手
町
地

域
公
共
交
通
会
議
」
の
場
で
協
議
を

重
ね
て
決
定
し
ま
し
た
。

第
３
年
目
に
か
か
る
見
直
し
案

は
、
次
の
３
つ
の
方
向
性
と
11
の
具

体
案
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
す
ま
い
る
バ
ス
ま
ち
な
か
線
を
、

現
在
の
周
回
運
行
か
ら
起
終
点

（
往
復
）
運
行
に
変
更
す
る
。
最

寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
乗
車
し
た
と

き
に
30
分
以
内
で
目
的
地（
役
場
、

く
ら
じ
の
郷
、
く
ら
て
病
院
、
中

央
公
民
館
、
鞍
手
駅
な
ど
）
に
到

達
で
き
る
よ
う
な
路
線
を
確
立
し

ま
す
。
ま
た
、
利
用
が
ほ
と
ん
ど

な
い
路
線
等
に
つ
い
て
は
運
行
の

休
止
や
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ
の

移
行
を
検
討
す
る
な
ど
、
よ
り
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
路
線
、

ダ
イ
ヤ
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

②
も
や
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進
を

図
る
。
も
や
い
タ
ク
シ
ー
が
持
つ

機
動
性
や
効
率
性
な
ど
の
特
性
を

生
か
し
た
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
乗
り
場
の
増
設
や
便
数
の
増

加
、
路
線
や
運
賃
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
登
録
や
予
約
が

煩
わ
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
な

く
す
た
め
、
よ
り
簡
単
な
運
行
方

法
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
へ
の
広
報
・
周
知
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

③
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
環
境
整

備
を
促
進
す
る
。
す
ま
い
る
バ
ス

や
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
の
路
線
や

乗
り
場
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
や

地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
、
特
に
高

齢
者
等
に
配
慮
し
た
見
直
し
、
増

設
を
行
い
ま
す
。

【
す
ま
い
る
バ
ス
】

①
み
や
わ
か
線
の
運
行
区
間
の
う
ち

筑
前
川
端
か
ら
八
尋
間
に
、
北
浦

バ
ス
停
と
幸
ノ
浦
バ
ス
停
を
新
設

し
ま
す
。

②
ま
ち
な
か
線
を
、
周
回
運
行
か
ら

起
終
点
（
往
復
）
運
行
に
変
更
し
、

泉
水
線
、倉
坂
線
に
再
編
し
ま
す
。

起
終
点
間
の
運
行
時
間
は
、
両
線

と
も
約
30
分
と
し
ま
す
。

③
ま
ち
な
か
線
の
再
編
に
伴
い
、
鞍

手
町
役
場
、
山
ヶ
崎
、
中
山
西
区
、

昭
和
通
り
バ
ス
停
を
新
設
し
、
泉

水
線
、
倉
坂
線
の
新
延
橋
～
鞍
手

局
間
は
、
新
設
す
る
バ
ス
停
を
通

る
ル
ー
ト
と
し
ま
す
（
み
や
わ
か

線
は
従
来
通
り
）。

④
倉
坂
線
に
は
「
古
月
横
穴
」
バ
ス

停
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
県
道
宮
田
・
遠
賀
線
を
通

る
ル
ー
ト
か
ら
倉
坂
団
地
７
号
線

を
通
る
ル
ー
ト
に
変
更
し
ま
す
。

【
も
や
い
タ
ク
シ
ー
】

①
も
や
い
タ
ク
シ
ー
長
谷
線
は
「
長

谷
観
音
」
か
ら
「
椿
手
」
ま
で
の

路
線
上
に
指
定
さ
れ
た
11
か
所

に
、
上
木
月
線
は
「
常
足
翁
旧
宅

前
」
か
ら
「
大
池
東
」
ま
で
の
路

線
上
に
指
定
さ
れ
た
17
か
所
を
乗

降
場
所
と
し
ま
す
。

②
運
行
は
、
往
路
、
復
路
と
も
お
お

む
ね
１
時
間
間
隔
と
し
ま
す
。

③
往
路
（
行
き
）
の
停
車
場
所
、
復

路
（
帰
り
）
の
乗
車
場
所
は
、
公

的
機
関
や
公
共
施
設
、
交
通
結
節

点
が
あ
る
、
く
ら
じ
の
郷
、
サ
ン

グ
リ
ー
ン
鞍
手
、
鞍
手
車
庫
、
鞍

手
局
、
く
ら
て
病
院
、
中
本
町
、

中
央
公
民
館
、
鞍
手
駅
の
８
か
所

の
み
と
し
ま
す
。

④
乗
車
、
降
車
と
も
、
予
約
状
況
に

応
じ
て
最
短
の
ル
ー
ト
を
選
択
し

ま
す
（
予
約
が
な
い
区
間
、
時
間

は
運
行
し
ま
せ
ん
）。

⑤
運
賃
は
、
す
ま
い
る
バ
ス
の
運
賃

と
同
額
の
２
０
０
円
と
し
ま
す
。

⑥
往
路
（
行
き
）
の
降
車
場
所
へ
の

到
着
時
間
は
最
終
乗
車
か
ら
10
分

程
度
、
復
路
（
帰
り
）
の
到
着
時

間
は
、
最
終
乗
車
か
ら
10
分
程
度

と
し
ま
す
。

⑦
予
約
は
、
発
車
時
刻
の
１
時
間
前

ま
で
に
、
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

直
接
申
し
込
み
ま
す
（
運
行
は
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
２
社
が
日
替
わ

り
で
行
い
ま
す
）。

連
携
計
画
の
最
終
年
度

本
格
運
行
に
向
け
た

最
後
の
見
直
し

見
直
し
の
方
向
性
は
３
つ

見
直
し
の
具
体
案
は
11
項
目
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亀ノ甲

本司
宮ヶ崎

長家

高木

長谷下

中町

椿手

長谷観音

長谷中

新北栄町幸ノ浦

中央公民館

唐ヶ崎

新延橋

鞍手車庫

ひな尻

サングリーン鞍手

永瀬

新北

八尋
北浦

筑前川端

神田入口

室木

長山

筑前中畑

筑前上畑

河童村入口

宮田病院前

隠谷本城田淵徳城宮田バス停

鞍手駅

鞍手町役場

山ヶ崎

昭和通り

中山西区

倉坂

新延本村

道中

神崎

泉水

泉水口

新延小学校

六反田
七ヶ谷

永谷

中本町

くらじの郷

中山

鞍手局

中山南区

小牧口

くらて病院

古月横穴

松隈

古門

木月

庚申様前

猪倉

大池 大池東

常足翁旧宅前

弥生１丁目

弥生３丁目

木月口

古月小前

上木月公民館

古門栄町 古門北区

古門公民館

掛津

もやいタクシー  上木月線
● 乗車場所　常足翁旧宅前～大池東
間の17か所

● 降車場所　鞍手駅やくらじの郷な
ど公共施設等がある８か所

● 便数　往路・復路とも平日１日10
便（予定）休日は減便

● 運賃　２００円

もやいタクシー 長谷線
● 乗車場所　長谷観音～椿手間の11
か所

● 降車場所　鞍手駅やくらじの郷な
ど公共施設等がある８か所

● 便数　往路・復路とも平日１日８
便（予定）休日は減便

● 運賃　２００円

すまいるバス  泉水線
● 運行区間　永谷～鞍手駅（22
か所停車）

● 便数　平日往路５便、復路
４便（予定）休日は減便

● 運賃　２００円

すまいるバス  倉坂線
● 運行区間　倉坂～鞍手駅（21
か所停車）

● 便数　平日往路５便、復路
４便（予定）休日は減便

● 運賃　２００円

※泉水線、倉坂線は、２路線
を１台で運行します。

すまいるバス  みやわか線
● 運行区間　宮田バス停～鞍
手駅（32か所停車）

● 便数　平日７往復（休日は
６往復）

● 運賃　２００円

すまいるバス
もやいタクシー

（平成 25 年 10 月 1 日現在・見直し案）

路線図

詳しいことは、
９月中旬に各世帯に
配布する
「バスがいど改訂版」
でご確認ください。

●お問い合わせ　詳しいことは、役場企画財政課地域振興班　☎ 42局 2111 番（内線 343 番）までお尋ねください


